
訃　　報　　　　　

去る平成      16      年９月１４日　研友会顧問　中西先生がお亡くなりになられました。  
中西　義郎
　　　　大阪大学名誉教授
　　　（財）大阪高等技術研修所４代所長
　　　　研友会顧問

去る平成１６年４月１２日に平尾柳太郎がお亡くなりになられました。
平尾柳太郎
　　　　有限会社芥川工機代表　　

　平尾柳太郎さんを偲んで
　新研友会の３周記念で香川県「クリーンセンター丸亀」の一泊
研修が平尾さんとの最後でした。

娘さんを亡くされてから、かなり落ち込まれ、体調も優れず神崎さ
んに「ゴルフも出来へんし、もうあかんわ」と言っておられ、一同
心配しておりました

皆の快方の願いもむなしく平成１６年４月１２日に永眠されました。

１３日のお通夜には親しい者１０数名でお参りし、安らかなお姿
にご冥福をお祈りしてお別れをいたしました。

　研友会に対し熱い思いをお持ちで、新研友会の継続を喜び、
積極的に参加して頂きました。

第一回海外研修「東南アジア」にも参加され、見学会、一泊ゼミ、
ゴルフ、マラソン等々にも熱心に取り組む姿勢に感心させられました。

　また、食生活におかれても、ゆっくりとマイペースで美味しそう
に食事されるお姿が思い出されます。

　語ればきりがありません!!!    残念です・・・・・

　平尾先輩のご逝去を悼み、心よりご冥福をお祈りいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研友会会長　中川　勉

　中西先生を偲んで
先生の訃報は１０月中頃に奥様から喪中のお葉書を頂き知
りました。

研友会としましては何も出来ず、ただ先生のご冥福をお祈
りするばかりです

　新研友会の発足時には色々ご尽力、ご協力を頂き、顧問
もお引き受いただきました。発会式に、ごご臨席賜り「母校
が無くなっても皆さんが心をひとつに寄せ合って交流すれ
ば続きます、創意と工夫で、研友会の活動を、より一層
充実させて下さい。」とご助言と励ましをいただきました。

総会・懇親忘年会にも必ずご出席になり、会員皆さんと楽し
く懇談され、適切なアドバイスを頂いた有意義なひと時、
ゴルフコンペにも参加され、西宮高原ＧＣは先生もメンバー
で、「若い方には、かなわんな」とおっしゃりながらも改心の
ショットでプレーをなされ、素晴しい腕前を披露されたお姿
が、今も思い出されます。

我々会員は先生の気持を大切にして会の発展に努め楽し
く交流し、研友会の継続に皆で頑張ります。

　よき師を喪い本当に残念でしかたありません。

ご冥福をお祈り申し上げて、お別れいたします。

　中西先生　さようなら・・・・・ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研友会会長　中川　勉
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